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■民党は 「フベ破おめ,走 を止めるJを 前面に 比 ISl

場能 を言む公訂  選 掌区公諄4を嬢立し 「2お席以上

2∞ 万察以上Jを 目標t=力 をました 拓 実は前口せ憲よ

り得票 車 と●アッブしたが当選1頭偏のみ`福 めてほし

い結果となつた こ 支援いただいた営さんに感競中し上け

るとともに 期 信におえなか3た ことをお驚びします

今回の夕院選は 民 主主頚 立 ほ=微  W対 =預 をgヌリ

戻し憲法改種を岨上するHtIめて雷要な聞いて ア ベロ経の

危険性をよえ 確 かな手妨えがありました

しかし ア ベノミクスの幻想振りまきのは田ODな争点L9

して“民党の組目的力この不足はFH策を■分に濃医(き な

かつた ま た 参 院越掌より割知事壇報通をに売すること

の間題も関lbがにヽも指摘される

それても医布首 党 員 支 埼者の■園て比例区ては193

万票を超え 得 宗車t274%に いはすことができた

1人区での"民  野 党共闘を通して多くの皆されこ新たな

いをつくることができた 4民 党はこの所た`|●をS助 カ
として 党 再震 PI生の真例な甚諒て 新たなスタートを

切る求をてす

今回 改 憲努力に3分 の2以 上を手す忘要となり  「 国

民の=任 を青tJと する賓信ヨ穫は 「草争する日Jへ 明X

改書が焦0と なラてこよう  「 軍争事苺案的 で政府に皇

に 0る 雲任で9祭 ら力きのこ奏もあり 叡 8国 亡 は '

法匠エヘ野党共ヨをさらに芸めま忠のこ震売の全力をすけ

ていきます

いまから新たな霞いがおまりま, 「 軍莉」を顧う市民

の力rrまされるときてす 斉 しく投票されたるい人0 投

床で寒わりではなく臣右の見埋めが大切です 決 してあさ

らめよ 軍g政 党としてのたりをかけて 「アベ座治の日定

を上める」ために富18 ほ 法の寝怠を生かした社会の奈最

に全力て取り幻れていきます  (雲 宮 :文=党 R避 台)
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今回の鬱院選では改憲努力旭 力の2
を占めるなと、9案散憾発議が現実 |
の間題になろうとしていますょア ヽ|
政治の愚走にフレ■キをかける国民 |
的 「反核 :平和」遷動の霞整にも管 |
してきます。     | | |
う年も垣い重がやうできま|した。原
水粟平和行渡を行いま互 体撞に気
をつけて行達しましよう
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